
2003年度 委員会活動成果報告 
（2004 年 3月 30日作成） 

委員会名 ＪＡＳＳ１９（タイル工事）改定小委員会 主 査  名：吉川 一三 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 材料施工委員会（内外装工事運営委員会） 委員長名：嵩 英雄 

設 置 期 間   ２００３年 ４月   ～ ２００５年 ３月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

JASS19（タイル工事）を改定する。 
2003年度に本文・解説文の改定作業を完了する。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

中島 和幸 (株)ＩＮＡＸ 建材商品開発室   
熊谷 敏男 (株)エム・エフ・コンストラクション・アドバイザーズ事業部    
吉川 一三    
小川 晴果 (株)大林組 技術研究所建築材料研究室   
長谷川 直司 国土交通省 国土技術政策総合研究所 住宅研究部住宅生産研究室   
河辺 伸二 名古屋工業大学 大学院都市循環システム工学専攻   
名知 博司 清水建設(株) 技術研究所建築研究開発部構工法グループ   
三枝 一仁 大成建設(株) 建築本部建築技術部 内外装技術計画室   
飯嶋 守 （社）全国タイル業協会 東京事務所   
鎌田 光男 ダントー(株) 生産企画室   
鈴木 博行 鹿島建設(株) 東京支店建築工事管理部   
佐々木 英雄 日本陶業（株）    
宇治川 博 マルニシテグラ（株）    
池田 達也 国土交通省大臣官房官庁営繕部 建築課 営繕技術管理室 

設置WG 
（WG名：目的） 

 

2003年度予算 80,000円 

 

項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

2003/04/11  ８名 
2003/05/26 １０名  
2003/06/27 １２名 
2003/08/25  ８名 
2003/09/19 １２名  
2003/10/17  ９名 
2003/12/11  ９名 
（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 

得られた成果 

近年の剥離故障の主原因となっている躯体と下地調整モルタルの接着不良を回
避するためタイル張りのみでなく下地処理を含めた標準仕様を明確にした。 

 

（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 当初の予定通りタイル後張り工事における剥離故障を低減するための標準工法
（下地処理を含む）を確立した。 

その他評価すべき 
事項 

 

 


